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ボーリング柱状図

調 査 名 第 3 給 食 セ ン タ ー 事 業 予 定 地

事業・工事名 地 質 調 査 業 務 委 託

ボーリング名 N o . 1 調査位置 福 岡 市 西 区 今 宿 青 木 字 廣 石 南 1 0 4 2 番 2 , 1 0 4 2 番 4 北 緯 33ﾟ 34' 02.2023"

東 経 130ﾟ 17' 20.5343"発 注 機 関 福 岡 市 　 教 育 委 員 会 　 教 育 支 援 部 調査期間 平成 29年 11月 17日 ～ 29年 11月 17日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 ジ オ フ ォ ー メ ー シ ョ ン

電話 ( 0 9 2 - 5 6 7 - 7 0 3 0 ) 主任技師 松 崎 秀 俊 現 場
代 理 人 松 崎 秀 俊 コ ア

鑑 定 者 松 崎 秀 俊 ボｰリング
責 任 者 鴨 川 健 一

孔 口 標 高 H=
75.80m
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使
用
機
種

試 錐 機 Y B M 製 0 5 型 ハンマー
落下用具 半 自 動

エンジン ヤ ン マ ー N F A D - 1 0 型 ポ ン プ G P - 5 型総 掘 進 長   5.02m
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シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

標

高

(m)

 70.78

層

厚

(m)

  5.02

深

度

(m)

5.02

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

基盤の「早良花崗岩」に相当する。

試料は長さ5～25cmの短棒状コアで
採取される。
岩質は概ね新鮮、硬質で、ハンマー
の普通打撃もしくは、強打撃で割れ
る程度の硬さを有し、軟岩～中硬岩
クラスをなしている。

現在、No.1周辺を標高75～80m間を
造成掘削中で、中硬質な岩が厚く分
布するため、リッパ付ブルドーザー
でも掘削があまり進まない状況であ
る。

基盤の「早良花崗岩」に相当する。

試料は長さ5～25cmの短棒状コアで
採取される。
岩質は概ね新鮮、硬質で、ハンマー
の普通打撃もしくは、強打撃で割れ
る程度の硬さを有し、軟岩～中硬岩
クラスをなしている。

現在、No.1周辺を標高75～80m間を
造成掘削中で、中硬質な岩が厚く分
布するため、リッパ付ブルドーザー
でも掘削があまり進まない状況であ
る。
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ボーリング柱状図

調 査 名 第 3 給 食 セ ン タ ー 事 業 予 定 地

事業・工事名 地 質 調 査 業 務 委 託

ボーリング名 N o . 2 調査位置 福 岡 市 西 区 今 宿 青 木 字 廣 石 南 1 0 4 2 番 2 , 1 0 4 2 番 4 北 緯 33ﾟ 34' 03.0238"

東 経 130ﾟ 17' 22.2624"発 注 機 関 福 岡 市 　 教 育 委 員 会 　 教 育 支 援 部 調査期間 平成 29年 11月 13日 ～ 29年 11月 13日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 ジ オ フ ォ ー メ ー シ ョ ン

電話 ( 0 9 2 - 5 6 7 - 7 0 3 0 ) 主任技師 松 崎 秀 俊 現 場
代 理 人 松 崎 秀 俊 コ ア

鑑 定 者 松 崎 秀 俊 ボｰリング
責 任 者 鴨 川 健 一

孔 口 標 高 H=
75.35m
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直

0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 東 邦 地 下 製 D 0 - D 型 ハンマー
落下用具 半 自 動

エンジン ヤ ン マ ー N F A D - 1 0 型 ポ ン プ B G - 3 C 型総 掘 進 長   6.02m

ボーリングNo 5 0 3 0 2 2 8 3 0 0 2
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敷地内を造成した盛土。
径5～50mm程度の礫を主体とし、礫
間はマサ起源の砂を充填する。
含水量が少ない。
孔壁は崩れやすく、深度2mまでケー
シングによる保孔を要した。

敷地内を造成した盛土。
径5～50mm程度の礫を主体とし、礫
間はマサ起源の砂を充填する。
含水量が少ない。
孔壁は崩れやすく、深度2mまでケー
シングによる保孔を要した。
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試料は礫状～短柱状コアで採取さ
れ、ハンマーの軽打で割れる程度の
硬さをなし、軟岩クラスに相当す
る。
掘削時にはダイヤモンドビットを使
用した。

深度3m以深は、長さ20～30cm程度の
棒状コアで採取される。

試料は礫状～短柱状コアで採取さ
れ、ハンマーの軽打で割れる程度の
硬さをなし、軟岩クラスに相当す
る。
掘削時にはダイヤモンドビットを使
用した。

深度3m以深は、長さ20～30cm程度の
棒状コアで採取される。
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ボーリング柱状図

調 査 名 第 3 給 食 セ ン タ ー 事 業 予 定 地

事業・工事名 地 質 調 査 業 務 委 託

ボーリング名 N o . 3 調査位置 福 岡 市 西 区 今 宿 青 木 字 廣 石 南 1 0 4 2 番 2 , 1 0 4 2 番 4 北 緯 33ﾟ 34' 04.5693"

東 経 130ﾟ 17' 18.6093"発 注 機 関 福 岡 市 　 教 育 委 員 会 　 教 育 支 援 部 調査期間 平成 29年 11月 14日 ～ 29年 11月 15日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 ジ オ フ ォ ー メ ー シ ョ ン

電話 ( 0 9 2 - 5 6 7 - 7 0 3 0 ) 主任技師 松 崎 秀 俊 現 場
代 理 人 松 崎 秀 俊 コ ア

鑑 定 者 松 崎 秀 俊 ボｰリング
責 任 者 田 中 克 博

孔 口 標 高 H=
75.40m
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0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 東 邦 地 下 製 D 0 - D 型 ハンマー
落下用具 半 自 動

エンジン ヤ ン マ ー N F A D - 1 0 型 ポ ン プ B G - 3 C 型総 掘 進 長   5.02m

ボーリングNo 5 0 3 0 2 2 8 3 0 0 3
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径2～30mm程度の礫を主体とする。盛土・礫
質土 褐灰

長さ5～15cm程度の短棒状コアで採
取される。
試料はハンマーの軽打で割れる程度
の硬さを有し、軟岩クラスをなす。

長さ5～15cm程度の短棒状コアで採
取される。
試料はハンマーの軽打で割れる程度
の硬さを有し、軟岩クラスをなす。
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ボーリング柱状図

調 査 名 第 3 給 食 セ ン タ ー 事 業 予 定 地

事業・工事名 地 質 調 査 業 務 委 託

ボーリング名 N o . 4 調査位置 福 岡 市 西 区 今 宿 青 木 字 廣 石 南 1 0 4 2 番 2 , 1 0 4 2 番 4 北 緯 33ﾟ 34' 05.4662"

東 経 130ﾟ 17' 20.8949"発 注 機 関 福 岡 市 　 教 育 委 員 会 　 教 育 支 援 部 調査期間 平成 29年 11月 15日 ～ 29年 11月 16日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 ジ オ フ ォ ー メ ー シ ョ ン

電話 ( 0 9 2 - 5 6 7 - 7 0 3 0 ) 主任技師 松 崎 秀 俊 現 場
代 理 人 松 崎 秀 俊 コ ア

鑑 定 者 松 崎 秀 俊 ボｰリング
責 任 者 田 中 克 博

孔 口 標 高 H=
75.00m
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種

試 錐 機 東 邦 地 下 製 D 0 - D 型 ハンマー
落下用具 半 自 動

エンジン ヤ ン マ ー N F A D - 1 0 型 ポ ン プ B G - 3 C 型総 掘 進 長  14.02m

ボーリングNo 5 0 3 0 2 2 8 3 0 0 4
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基盤の花崗岩の風化土(マサ)を材料
とする盛土。

粒径不均一な砂を主体とし、径2～5
0mm程度の礫を混じるほか、所々に
径50～70mmの礫を含む。
部分的に礫が密集する箇所が認めら
れ、層相は不均質である。

孔壁は崩れやすく、深度4mまではケ
ーシングを挿入するとともに、それ
以深は泥水による保孔を要した。

深度4.8～5.6m間は、シルト質砂よ
りなり、礫分をほとんど含まない。

深度5.6～7.5m間は、所々に木片を
含む。

基盤の花崗岩の風化土(マサ)を材料
とする盛土。

粒径不均一な砂を主体とし、径2～5
0mm程度の礫を混じるほか、所々に
径50～70mmの礫を含む。
部分的に礫が密集する箇所が認めら
れ、層相は不均質である。

孔壁は崩れやすく、深度4mまではケ
ーシングを挿入するとともに、それ
以深は泥水による保孔を要した。

深度4.8～5.6m間は、シルト質砂よ
りなり、礫分をほとんど含まない。

深度5.6～7.5m間は、所々に木片を
含む。
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岩盤面より概ね硬質で、試料はハン
マーの軽打で割れる程度の硬さをな
す。

試料は、礫状もしくは、長さ5～10c
m程度の短棒状コアで採取される。

岩盤面より概ね硬質で、試料はハン
マーの軽打で割れる程度の硬さをな
す。

試料は、礫状もしくは、長さ5～10c
m程度の短棒状コアで採取される。
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ボーリング柱状図

調 査 名 第 3 給 食 セ ン タ ー 事 業 予 定 地

事業・工事名 地 質 調 査 業 務 委 託

ボーリング名 N o . 5 調査位置 福 岡 市 西 区 今 宿 青 木 字 廣 石 南 1 0 4 2 番 2 , 1 0 4 2 番 4 北 緯 33ﾟ 34' 03.8149"

東 経 130ﾟ 17' 20.4889"発 注 機 関 福 岡 市 　 教 育 委 員 会 　 教 育 支 援 部 調査期間 平成 29年 11月 14日 ～ 29年 11月 14日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 ジ オ フ ォ ー メ ー シ ョ ン

電話 ( 0 9 2 - 5 6 7 - 7 0 3 0 ) 主任技師 松 崎 秀 俊 現 場
代 理 人 松 崎 秀 俊 コ ア

鑑 定 者 松 崎 秀 俊 ボｰリング
責 任 者 田 中 克 博

孔 口 標 高 H=
75.75m
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使
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試 錐 機 東 邦 地 下 製 D 0 - D 型 ハンマー
落下用具 半 自 動

エンジン ヤ ン マ ー N F A D - 1 0 型 ポ ン プ B G - 3 C 型総 掘 進 長   5.02m

ボーリングNo 5 0 3 0 2 2 8 3 0 0 5
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